
 

 

 

新年度が始まり、各学校では子どもたちの新たな学びがスタートしました。理科の授業において

も、身近な自然や現象に目を向け、驚きや疑問を大切にした探究的な学習が始まっています。 

今年度も名古屋市理科教育研究会では、会員相互の実践交流や研究活動を通して、よりよい理

科教育の充実を目指してまいります。 

 

 

 ５月９日（土）、ＦＵＪＩなごや科学館サイエンスホールにおいて、令和８年度名

古屋市理科教育研究会の総会が開催されました。議事が原案通りに承認され、

会長に 柏木 寿 先生（吹上小学校）が選出されました。また、令和７年度の活

動報告、会計報告、会計監査報告、令和８年度の名理会研究テーマや実践研究

について等の提案がありました。 

その後の講演会では、講師に名古屋市科学館学芸員 藤本 雅之 様をお迎

えし、ご講演いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年６月２６日（金） 名古屋市理科教育研究会  事務局 広報係 
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 名古屋市理科教育研究会 総会が開かれました！ 

「会長挨拶」名古屋市理科教育研究会 柏木 寿 先生 

昨年度は、全小理愛知大会を中心として、長年準備してきた大きな仕

事が成功に終わり、大きな節目の年となりました。名理会会員の多くの

方には多大な支援をいただき、誠にありがとうございました。今年度は、

昨年度の成果を生かしつつ、今の時代に適した名理会へと変化させてい

きます。その一つとしてデジタル化があります。すでに、会員登録や会

員名簿は紙媒体から電子媒体へと変化しております。今年度は、研究要

録や研究資料などを電子配信とします。このように新しい取り組みを行

いながらも、これまでの会員同士の生の声の掛け合いを大切にしてい

き、名理会の進化を促進させていきたいと思います。 

「鉄道ひろばの紹介と蒸気機関車の歴史」名古屋市科学館学芸員 藤本 雅之先生 

藤本先生からは、ＦＵＪＩなごや科学館に昨年度末できた屋

外展示施設「鉄道ひろば」についてのお話がありました。この

「鉄道ひろば」には、実際の蒸気機関車が展示されているだけ

でなく、その仕組みを五感で体験できる様々な仕掛けがありま

す。また、藤本先生による蒸気機関車の仕組みについての演示

実験や、その歴史についての動画による説明など、とても興味

深いご講演でした。 

総会・講演会資料 

【挨拶をする柏木会長】 

【演示実験を披露する藤本先生】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季研修会 ８月４日（火）開催 
● 日    時  令和８年 ８月４日（火）１３：００～１６：３０ ※１２：４０受付 

● 会    場  名古屋市立旗屋小学校 体育館・教室 

● 主な日程 

〈全体会〉 １３：００～１５：２０ 

   提案１ 港北中 佐藤 友哉 先生     提案２ 小   石野 幹 先生 

   提案３ 小 渡邊 佑真 先生     提案４ 船方小   澤田 智 先生 

〈分科会〉 １５：３５～１６：３０ 

  物理  船方小  湊  大輝 先生    冨士中   永冶 友希  先生 

化学  小 田中 裕明 先生    鳴子小   布目 大貴  先生 

生物   山下 菜月 先生    船方小   飯田 望夢  先生 

地学  東山小 和久井 愛 先生    山吹小   神谷 健太  先生 

令和８年度 名古屋市教育研究員の紹介 

〇 楠 小   寺本充孝先生    「生きて働く知識を習得する理科学習」 

〇 瑞穂小  安田征弘先生    「児童が科学的に探究することができる理科学習」 
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